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・ 近年、日本の人口は減少局面を 迎えており 、高齢化の進行や労働人口の減少など 、

  地域での担い手不足が課題と なっ ています。

・ 年齢や国籍、障害の有無、ライフ ステージなどに左右さ れず、はたら く こ と を 望む人が

  それぞれのはたら きたいを実現できるよう 、環境や制度を整えること が求めら れています。

・ はたらく こと が収入を 得るための手段だけではなく 、社会の一員とし て活躍する機会と

  なるよう 、一人ひとり のニーズに合わせた多様なはたら き方を構築する必要があり ます。

■ 現状と 課題

・ 地域の社会福祉法人など が連携し 、それぞれの支援のノ ウハウを 活かし 、

  はたら き づら さ を 感じ ている 人にはたら く 機会を 提供する 取り 組みを 進めます。

・ 地域で障害のある人の就労支援を行う 、就労移行支援事業所や就労継続支援事業所、

  行政機関や教育機関等の関係者が集まり 、障害のある 人の様々な就労について

  情報共有し 、障害のある 人が生き 生き と はたら く 支援・ 環境づく り を 行います。　

・ 地域の農業者と 福祉事業所は、 農産物の加工品の作成や農作業を 通じ て、

  障害のある 人のはたら く 機会を 確保し ます。

■ 地域での取り 組み

・ 練馬区社協各部署の生活支援や就労支援のノ ウハウを 生かし 、ボラ ンティ ア活動を

  はじ めと する社会参加や就労に向けた第一歩を踏み出すためのプログラムを

  提供し ます。

・ 社会参加や就労の機会を つかめずにいる 人へのはたら く 機会の提供について、

  ねり ま社会福祉法人等のネット の参加法人に呼びかけ、就労体験の充実を 図り ます。

・ 多様な はたら き 方について 、事業主等の理解を 高める 工夫や支援を 行います。

■ 練馬区社協の取り 組み

多様な はたらく 機会の拡充
取組項目9

柱 3

多様な はたらき方が できる 地域目指す 姿
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一人ひとり が 望むはたらき 方を

　 今まで就労し たこ と がない、コミ ュニケーショ ンをと るこ と が苦手など、働き たいと 思っ てい

ても その一歩を 踏み出すこ と に不安を 感じ ている 方がいます。そう いっ た方々が少し でも 自

己肯定感が高まる 機会につな がる よ う 、ねり ま

社会福祉法人等のネット では「 就労体験」を 行っ て

います。

高齢者施設や障害者施設、保育園など 対人援助

の専門性のある 社会福祉法人だからこそ、本人を

受けと め、見守り 、次の一歩を 踏み出す自信を 身

につけら れる 環境を 作るこ と ができ ています。

　 あかねの会では、主に知的に障害のある 人の発達支援から 就労支援、生活・ 余暇支援まで、

包括的な事業を 展開し ています。

　 理事長の吉田さ んは、近年の障害のある 人が企業などではたら く 「 障害者雇用」 の広がり

が、障害のある 人の社会参加につながり 嬉し い反面、社会に適応でき ないこ と で、失敗体験が

積み重なっ てし まう と いう 課題も 浮き 彫り になっ ていると 指摘し ます。

「 障害のある 人一人ひと り が持っ ている 力や可能性が当たり 前に認めら れ、 受け止めら れて、

多く の場面で活躍でき る 多様なはたら き 方がある 地域社会が理想です。」

　 また、法人の理事長と し ても 、はたら く 職員の年齢や障害、家庭状況などに応じ た、多様で

はたら き やすい職場づく り を 心がけているそう です。「 職員の最高齢は 8 0 代。 そのほかにも 、

子育て中だっ たり 、以前は発達障害の特性がある

職員も 受け入れて き まし た。 職員それぞれの状況

に合っ たはたら き 方を 模索し ながら 、 その人が持っ

て いる 能力を 発揮し ても ら える よう な 職場環境づ

く り を するこ と が障害のある 人の支援にも 良い影

響を 与えています。」

就労体験で次の一歩を 踏み出す～ねり ま社会福祉法人等のネット ～

多様な はたら き 方を 支え る 職場環境づく り ～あかねの会～

理事長　 吉田さ ん

農作業を通し た地域交流・ 就労体験の様子

地域でこ んな 取り 組みが

広がっています


